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科学的な見方・考え方と表現力を高める
学習シートの工夫

－ －記録シート、学習履歴評価シートの作成と利用を通して

特別研修員 悴田 久仁恵 （安中市立磯部小学校）

《研究の概要》

児童の科学的な見方・考え方と表現力を高めるために、学習シートを用いた学習指導を

行った。記録シートは、観察のポイントや実験の考察を簡単に書けるように工夫した。学

、 、 。習履歴評価シートは 学習の要点を中心に書き それらをまとめていけるように工夫した

その結果、児童は、考察を自分の言葉で表現できるようになり、複数の実験を行った後に

科学的な見方・考え方に基づいて、単元の学習内容を総合的に理解するようになった。

【理科－小 ワークシート 学習指導法 実験観察】キーワード

主題設定の理由Ⅰ

児童は、身近な自然が変化する様子を見て驚い

たり、予想したことと全く違うことが起こってと

まどったり、観察・実験そのものを楽しんで行っ

たりする。

昨年度第６学年で行った教育課程実施状況調

査、及び、今年度第５学年で行った標準学力検査

の結果から、本校児童の理科学習における実態が

読み取れる。その結果によると、本校児童は、４

観点別に見ると｢科学的思考｣が弱く、回答形態か

ら見ると｢自分の考えを言葉で表現する｣ことが苦

手であるということが分かった。

児童が自分の言葉で説明したり教えあったりで

きるのは、自分でよく理解していたり、自信をも

っているときである。つまり、思考がしっかりし

ていれば、自分の言葉で話したり表現したりでき

ると思われる。また、一つの学習単元の中で幾つ

かの観察や実験がある場合、児童は一つ一つの観

察･実験はよく行って、その時その時には理解が

できているが、それらをまとめて最終的に考察す

る段階になると、それぞれの考えがうまくつなが

らなくなってしまう。ましてや、生物の観察の場

、 、合は期間が長く 途中で児童があきてしまったり

何を目的として観察を続けているのかがあやふや

になってしまったりするので、まとめ上げるのが

難しくなってしまうという問題点がある。学習の

流れの中の幾つかの観察・実験がひとつながりの

ものになれば、それらを関連づけて考察する力が

高まり、自分の考えを言葉で説明したり、図や文

で表現できるようになると考える。

そこで、表現する力を身に付けるため、ノート

や観察・実験の記録シートに重要ポイントを書き

込んでいく学習を行う。さらに、自分の科学的な

見方・考え方に基づいた思考の軌跡が一目で分か

る、学習の要点を書き込む学習履歴評価シートを

作り活用する。

このような学習を取り入れることで、科学的な

見方・考え方や表現力が高められると考え、本主

題を設定した。

研究のねらいⅡ

定型文で繰り返し書く観察・実験の記録シート

を用い、その結果や考察から学習履歴評価シート

にまとめていく学習活動を行っていくことよっ

て、科学的な見方・考え方が育ち、自分の考えを

表現する力が高められることを実践を通して明ら

かにする。

研究の見通しⅢ

観察・実験の際に、観察記録シートや実験記１

録シートに定型で書く学習を繰り返せば、考察

を自分の言葉で表現できるようになり、科学的

な見方・考え方に基づいた表現ができるように

なるであろう。
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学習履歴評価シートに、科学的思考の要点を２

学習の流れに則して書き込んでいく活動を行え

ば、単元の学習内容を総合的に理解するように

なるであろう。

研究の内容と方法Ⅳ

１ 基本的な考え方

(1) 科学的な見方・考え方とは

ここでは、児童が観察・実験を通して、既習事

項を新しい知識に結びつけ、自然の事物や事象に

ひそむ法則を筋道を立てて見つけていくことを、

科学的な見方・考え方ととらえる。

(2) 表現力とは

実験・観察の結果（＝事実）と、その結果から

考えられること（＝考察）の違いや、その結果に

なった理由も含め、自分の考えを文に書いたり、

図で表したりできることと考える。

２ 研究の内容と方法

事前に、一枚のシートを作成して授業で使用し

てみた。この試行シートでは 【学習前】の考え、

を書いておき、実験終了後に 【学習前】と同じ、

設問で【学習後】の欄に児童の考えを書かせる欄

。 、 、を設けた その二つの欄の書き込みから 児童は

自分の考え方の変化や表現の変容を自分自身で見

つめ直すことはできていた。しかし、定型で書く

形にはなっていなかったため、児童の書き方が一

定でなかったり、どこに結果を書いてよいか分か

らなかったりという、不都合が生じてしまった。

そこで、この後、先行研究も参考にしながら、

観察・実験記録シートと学習履歴評価シートの２

種類を別々に作成することにした。

(1) 記録シートの作成と利用

ア 作成

児童が学習を進めるには、観察・実験したこと

のデータを残したり、方法や結果を書き残すため

の記録紙が必要である。改良した記録シートは、

児童が書くことに慣れるように、定型文を使い、

いつも同じ形式で書いていけるように工夫した。

Ａ領域においては、生物と環境とのかかわりに

ついてとらえるために、継続した観察が必要にな

ってくる。

また、Ｂ・Ｃ領域においては、ものの性質や働

きについての規則性を見つけだしていくために、

実験を行うことが多くなる。

そこで、観察の場合には、観察するポイントが

明確になり、児童が何をどのように見て書けばよ

いかが分かるように工夫した。実験の場合には、

実験の操作・結果・考察という流れで書き込め

て、事実だけでなく事実から考えられることまで

を書く思考過程が分かりやすくなるように工夫し

たシートを作成した。

(ｱ) 観察記録シート

「 」 、第４学年 あたたかさと生き物 の単元の中で

ヘチマの成長の様子と気温の変わり方について、

図１に例を示したように、定型で書けるシートを

作成した。

図1 観察記録シート 作成例

このシートを10枚連ねたものと、気温の変化と

茎ののびを折れ線グラフに表すグラフ用紙をつな
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(ｲ) 実験記録シート

第４学年「水のすがたとゆくえ」の単元で、図

２に例を示したような、実験の操作・結果・考察

を順を追って書き込んでいける定型のシートを作

成した。これは、国立教育政策研究所の松原静郎

先生の「実験レポートの書き方」を参考に、小学

校第４学年の児童でも抵抗なく書けるように項目

を絞って作成したものである。

図2 実験記録シート 作成例

実験方法を図で
示しておく

実際に行った実験の
操作を書く（ア）

実験して自分の目で見
た事実を書く（イ）

目で見た事実から、実験の目
的にあった考えを書く（ウ）

文末が一定にならないので、
必要に応じて書き換える

この実験記録シートを書く上で、児童には、図

３に示したような書き方の手引を配布し、どのよ

うに書いたらよいかをいつでも確認できるように

した。

実験記録シートは、実験ごとに一枚ずつ作成し

た。図２に示した例のように、実験記録シートの

の欄には、実際に行った実験の操作を書く。そ?
して、 の操作をしたら、どのようなことが起こ?
ったか、実験をして自分の目で見た事実を に書?
く。このとき、 の続きから を書くので、分か? ?
りやすく「～になった 」という文末表現にして。

おいた。しかし、いつも「～になった 」という。

文末にはならず 「～がでた 」とか「～た 」な、 。 。

どとなる場合もあるので、この部分だけは、必要

に応じて書き換えられるようにした。その後、目

? ?で見た事実 からこの実験の目的にあった考え

を書いていくようにした。

図3 記録シート書き方手引
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イ 利用

児童は、観察・実験を行うごとにシートの空欄

、 、に書き込んでいき それまでの流れを確認したり

学習後に書く学習履歴評価シートの参考にしたり

していた。

教師は、児童の書き込みに対して、流れに則し

た書き方になっているかをチェックし、その後の

書き方の指導の見直しに活用した。

(2) 学習履歴評価シートの作成と利用

ア 作成

学習履歴評価シートとは、図４に示した作成例

のように、一学習単元につき一枚の中に教師側の

ねらいとする学習の成果を記述していくシートで

ある。これは、先行研究である15年度長期研修員

研修の「学習履歴シート 、16年度特別研修員研」

修の「ぐんぐんシート」を参考にして作成した。

先行研究では示されなかった第４学年の「Ａ生物

とその環境」領域と「Ｃ地球と宇宙」領域の単元

、 。で 科学的思考に重点を置いたシートを作成した

このシートでは、一つの単元において、幾つかの

観察・実験を行うとき、学習前の既有の知識や考

え方の記述から始まり、観察・実験のポイントを

順を追って記述していく形になっている。一枚の

シートの中に、学習前と学習後の自分の記述した

考え方が両方見えるので、児童が自分自身の変容

をとらえることができる。生物分野の場合、実験

よりも観察が主になることが多いが、単元の中の

科学的思考部分を中心に、一行くらいで記述でき

る要点に絞って書けるようにした。また、学習活

動に沿ったキーワードを用意しておき、穴埋めで

記述できる形を取り入れたりして、児童が短時間

で書けるような工夫をした。

イ 利用

児童は、生物の継続観察をしている中で大きな

変化が現れた後や、実験を行った後などに、学習

履歴評価シートのあてはまる欄に記入していっ

た。すべての欄の記入が終わると、単元で学習し

た内容をシート一枚の中に見ることができるの

で、学習のまとめを行うときに活用した。

教師は、児童の記入したものを点数化すること

で、学習内容の到達度を把握した。また、単元全

体の学習内容のポイントが見渡せるので、児童自

身の振り返りに用いた。

図4 学習履歴評価シート 作成例
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授業実践Ⅴ

１ 第４学年「あたたかさと生き物」

「ヘチマの育ち方を調べよう」

「Ａ生物とその環境」の中で、一番長い期間に

わたって観察していくのが、この「ヘチマの育ち

方を調べよう」の学習である。春に、ヘチマの種

子をまき、世話をしながら育てていく。ここまで

は、第１学年の生活科のアサガオから第３学年の

草花の栽培までで学習した内容である。第４学年

でのヘチマの育ち方で児童が学ぶことは、季節に

よる植物の成長の違いや変化である。

児童に 「ヘチマを観察しよう」といっても、、

ただ漠然と「大きくなった 「花がさいている」」

「実がなっている」という程度の観察だけで、植

物の成長の仕方を季節とのかかわりでとらえるこ

とは、難しい。そこで、図５に示すように、観察

のポイントを定型で示した観察シートを作成し

た。ヘチマを観察する際には、いつもどこをどの

ように見ていけばよいかが分かり、毎回同じポイ

ントで記入するので、記入する時間も短縮するこ

とができる。そして、移植から枯死までの観察記

録結果をもとに、グラフ用紙に観察した日の気温

とそのときのヘチマの茎ののびを折れ線グラフで

表すようにした。その後、児童は、図６に示すよ

うに、学習履歴評価シートにまとめていった。

図5 ヘチマの観察記録シート 記入例（部分）

図6 学習履歴評価シート 記入例

４回目 ５回目 ７回目

ヘチマの成長の
変化した部分を
図で表している

自分なりの予想
を、文や絵でか
いている

正しく書け
れば、それ
ぞれ1点

観察の結果か
ら、時期と気温
の記入があれば
それぞれ1点

時期と気温の変
化が書けていれ
ばそれぞれ1点
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３第４学年「水のすがたとゆくえ」

この単元では、観察よりも実験が多く取り入れ

られ、定型文の実験記録シートの活用ができると

考えた。また、児童たちにも、定型文を使って実

験の結果から考察という書き方の流れも分かりや

すいと考えた。図７にその３枚目の例を示すよう

に、実験ごとに、記録シートを一枚ずつ作成して

使用した。そして、学習履歴評価シートにまとめ

ていった。

図7 実験記録シート 記入例

研究の結果と考察Ⅵ

１ 考察を自分の言葉で表現できるようになり、科学

的な見方・考え方に基づいた表現ができるように

なったか。

(1) 第４学年「あたたかさと生き物」

「ヘチマの育ち方を調べよう」

児童は、ヘチマの成長の様子をただ漠然と見る

だけでなく、ヘチマの茎の丈を測ったり、葉や花

の数を数えたりして、前回の観察時からの変化を

とらえていた。毎回、同じ視点で観察をすること

で、観察のポイントが分かり、短時間で観察でき

るようになった。また、観察時の気温を必ず記録

させ、最後のグラフにまとめるときのデータとし

。 、 、た その結果 気温が高いときに茎ののびがよく

気温が下がってくる秋になると、茎ののびがほと

んどなくなることがとらえられた。このグラフを

基に、学習履歴評価シートの【学習後】の欄の記

。 、入を行った 図８に示した児童の記述例を見ると

気温による成長の変化の様子に気付き、書き込む

ことができていた。これは、観察記録シートに成

長の記録データを蓄積した結果で、シートを使用

した効果が現れ、科学的な見方・考え方に基づい

た表現ができたと考える。

図8 【学習後】の記述例

(2) 第４学年「水のすがたとゆくえ」

実験記録シートを使用するのは初めてだった児

? ?童たちも 定型文で どんな操作をしたか、 「 」「

どうなったか 「 だからどんなことがいえるの」 ?
か」の手順で書き込むことができていた。 の文?
末「になった 」の部分は、説明すると自分の言。

葉にあった表現に直して書いていた。

また、その後の実験のまとめを記述する欄に、

実験して分かったことを実験の流れから書くこと

もできていた。

このことにより、定型文を用いた実験記録シー

トを使用することで、科学的な見方・考え方に基
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づいて自分の言葉で表現ができてきたと考える。

２ 単元の学習内容を総合的に理解するようになっ

たか。

(1) 第４学年「あたたかさと生き物」

「ヘチマの育ち方を調べよう」

ヘチマの観察を始める前に、児童は学習履歴評

価シートの【学習前】の「あたたかさ（気温）に

よって、ヘチマの育ち方はどのようになるでしょ

う 」の欄に、苗がどのように育っていくのか予。

想を書き込んだ。その記述では、

気温が高いほどよく育つ・・・・・11名

育つ、大きくなる、のびる、等・・15名

無記入・・・・・・・・・・・・・２名

（４年１組 28名）

であった。この段階では、児童の過半数は３学年

、「 、時の草花の栽培で学習したように 植物の苗は

これから大きく育っていく 」という考えまでに。

とどまっている。設問に 「あたたかさ(気温)に、

」 、よって という言葉が入っているにもかかわらず

気温との関係で考えて書いていた児童は、４割に

満たなかった。

しかし、記録シートのデータをまとめた折れ線

グラフから、気温とヘチマののび方との関係をと

らえ、ヘチマの生活史を確認した後 【学習前】、

【 】 、と同じ発問の 学習後 の欄に記入した記述では

気温が高いとよくのび、

気温が低くなるとのびなくなる・・・・26名

無記入・・・・・・・・・・・・・・・２名

という結果になった。

また 【ふりかえり】の欄には、自分で学習し、

て分かったことを、それぞれ文や絵で書き込んで

いた。その内容をまとめたものを表１に示す。

表１ 【ふりかえり】欄の表現内容一覧

【ふりかえり】欄の表現内容 人

（気温とヘチマの成長を文で表記） ８

（ヘチマの一生を図で表記） ６

ヘチマは気温によって育ちにちがいがある ４

ヘチマはぐんぐんのびていく ３

くきのまきつきかたが分かった １

ヘチマは種を残す １

気温が低いとあまりのびない １

ヘチマの一生は短い １

（ヘチマの実を図で表記） １

この中には、気温との関係だけでなく、ヘチマの

茎のからみつき方や種子の落とし方に気付いて、

文や絵で表現していた児童もいた。

これらのことから、学習履歴評価シートを使用

して学習した児童は、ヘチマは、気温によって成

長の仕方に違いがあることを理解し、植物の生活

史について見渡すことができ、単元の学習内容を

総合的に理解したと考える。

(2) 第４学年「水のすがたとゆくえ」

学習履歴評価シートの【学習前】の児童の既有

の知識の記入では 「水はつめたい 「水は飲め、 」

る 「水は大切」などという記述がほとんどであ」

った。この単元で学習する内容に関する記述を行

っていたのは 「水をこおらせる 「水は液体」、 」

という言葉で、５名だけだった。

学習を進めていった【学習中】では、それぞれ

の実験結果をまとめた内容で、言葉や理由の説明

の書き込みができていた。

学習終了後に書いた 学習前 と同じ発問の 学【 】 【

習後】の児童の書き込みを見ると、この単元で学

習した内容に関する水についての記述が、

３つ以上・・・18名（65％）

２つ・・・・・６名（21％）

１つ・・・・・２名（７％）

無記入・・・・２名（７％）

という結果になった。図９にその記述内容と人数

の関係を示す。

図9 【学習後】の記述内容と人数
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また 【ふりかえり】の欄でも、全員が、自分、

の考えを言葉や図で自由に表現することができて

いた。図10にその記述内容と人数を示すように、

学習内容に関するもので書いた児童が25名(93％)

学習したこと以外で書いた児童が２名（７％）い

た。

図10 【ふりかえり】の記述内容と人数

これらのことから、学習履歴評価シートを使用
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� 研究のまとめと今後の課題

理科の学習において、実験や観察の技能・表現

の力を高め、学習内容の知識・理解の定着を図る

ことは、大変重要なことであると考える。ただ、

そこには、科学的な見地に立った考え方がなけれ

ばならない。

今回の研究では、児童の科学的な見方・考え方

と表現力を高めることをねらって、記録シートや
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した。児童は、その定型化された表現を繰り返し

練習する中で、観察や実験を科学的に考察する力

を身に付けることができた。そして、自分の記録

データから、単元全体を見渡して学習内容をまと

めることができた。また、学習前と学習後の自分

の変容をとらえることができた。このように、記

録シートと学習履歴評価シートの相互の利用によ

り、児童の科学的な見方・考え方と表現力の向上

が図れたと考える。

しかし、理科の全単元でこのようなシートを使

用したわけではない。今回の指導法で、科学的な

見方・考え方や表現力を高めるのに効果が見られ

たので、理科のほかの単元でもこのような指導に

取り組んでいきたい。
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